
　10月29日、秋も深まり木々の彩りも日ごとに変化を見せる中、私たち67回生40名は誓い式を迎えました。

それぞれが理想とする看護師像を胸にナイチンゲールから灯を授かり、看護師を目指す決意を新たにしま

した。

　2 月に臨地実習を控える中、これからはより本格的に看護の専門知識や技術を学ぶ必要があり、大きな

壁に直面することもあると思います。しかし、クラス目標である「勇往邁進」のように、どんな困難にも

クラス全員で協力し、支え合いながら、自分の理想とする看護師像に近づけるように努力を惜しまず、前

に進み続けたいです。

　また、このように私たちが日々学ぶことができるのは、臨地実習を受け入れて下さる病院の方々、患者

さんとそのご家族、先生方、先輩方、家族の存在があってこそだと感じます。たくさんの方々に支えられ

ていることへの感謝を忘れず、一日一日の学習を大切に取り組みたいと思います。

まほろば

生命と人権を尊重し、良質かつ適切な医療を行います。

まほろば
◆外来医師診療一覧表 (令和元年11月１日現在)

外来診療一覧外来診療一覧
月

熊 本 秀 樹

中 川 英 之

山 本 勝 丸

松 木 明 彦 相 原 智 之

山 口 公 平 間 山 　 恒

佐 藤 年 信

杉 本 和 彦

敦 賀 和 志

柴 田 　 滋

岩 崎 宏 貴

藤 田 有 紀

猿 賀 達 郎

秋 元 博 之

中 村 吉 秀

藤 田 有 紀

秋 元 博 之

岩 崎 宏 貴

猿 賀 達 郎

中 村 吉 秀

藤 田 有 紀

　 － 　

　 － 　

熊 野 高 行

佐 藤 正 憲

● 予 　 約

検 査

飯 野 香 理

松　村　由紀子

蒔 苗 順 義

西 澤 尚 徳

佐々木　幸　雄

　 － 　

杉　本　菜穂子(※予約制／第１・第３水曜日午後診療)

　 － 　

火

熊 本 秀 樹

山 本 勝 丸

下　山　亜矢子

佐　藤　　　工

千 葉 裕 樹

松 本 麻 希

内 田 知 顕

　 － 　

佐 藤 正 憲

熊 野 高 行

●　手術／検査

検 査

松　村　由紀子

丹 藤 伴 江

蒔 苗 順 義

西 澤 尚 徳

佐々木　幸　雄

坂 下 仁 菜

　 － 　

水

熊 本 秀 樹

中 川 英 之

下　山　亜矢子

相 原 智 之

松 木 明 彦

佐 藤 年 信

敦 賀 和 志

佐 藤 　 啓

柴 田 　 滋

秋 元 博 之

中 村 吉 秀

岩 崎 宏 貴

木 村 正 英

佐 藤 正 憲

熊 野 高 行

● 予 　 約

手 術

追 切 裕 江

丹 藤 伴 江

蒔 苗 順 義

（ 手 　 術 ）

佐々木　幸　雄

　 － 　

　 － 　

木

熊 本 秀 樹

山 本 勝 丸

下　山　亜矢子

松 木 明 彦

間 山 　 恒

山 下 　 覚

佐　藤　　　工

杉 田 　 梓

藤 岡 彩 夏 松 本 麻 希

内 田 知 顕

　 － 　

熊 野 高 行

佐 藤 正 憲

●　手術／検査

検 査

●　妊婦健診
(一般外来休診)

蒔 苗 順 義

西 澤 尚 徳

佐々木　幸　雄

辰　尾　小百合

休 診

金

横 田 貴 志

中 川 英 之

下　山　亜矢子

相 原 智 之

山 口 公 平

佐 藤 年 信

石 黒 　 陽 石 黒 　 陽 千 葉 裕 樹 石 黒 　 陽 石 黒 　 陽

杉 本 和 彦

佐 藤 　 啓

藤 岡 彩 夏杉 田 　 梓 藤 岡 彩 夏

三 上 勝 也

小田桐　弘　毅 小田桐　弘　毅 小田桐　弘　毅 小田桐　弘　毅 小田桐　弘　毅

　 － 　

　 － 　 堤 　 伸 二 堤 　 伸 二 堤 　 伸 二 　 － 　

熊 野 高 行

佐 藤 正 憲

● 予 　 約

手 術

飯 野 香 理

追 切 裕 江

蒔 苗 順 義

西 澤 尚 徳

松 下 大 佑 原　　　隆太郎 　 － 　 　 － 　　 － 　

佐々木　幸　雄

　 － 　

　 － 　

診 療 科

循 環 器 内 科

廣 畑 美 枝 清 野 祐 輔 　 － 　 清 野 祐 輔 清 野 祐 輔脳 神 経 内 科

乳 腺 外 科

呼 吸 器 内 科

消 化 器 ・
血 液 内 科

小 児 科

外 科

泌 尿 器 科

整 形 外 科

脳 神 経 外 科

皮 膚 科

産 婦 人 科

眼 科

耳 鼻 咽 喉 科

放 射 線 科

女性専用外来

セカンドオピニオン

区 分

午 前

午 前

午 後

午 後
血液内科のみ

午 後

成 田 拓 磨 成 田 拓 磨 成 田 拓 磨 成 田 拓 磨 成 田 拓 磨午 前

診 断

治 療

田 中 佳 人下　山　亜矢子 田 中 佳 人 田 中 佳 人 　 － 　

　 － 　－ 石 岡 佳 子 　 － 　 　 － 　

　 － 　 　 － 　 川口英夫(午後) 　 － 　 川口英夫(午後)

間 山 　 恒 山 口 公 平 間 山 　 恒 山 口 公 平 　 － 　

2019.11

第219号

2019.11

第219号

※ 学会、出張などにより担当医師が替わる場合があります。※ 学会、出張などにより担当医師が替わる場合があります。
※ セカンドオピニオン外来は当分の間休診となります。※ セカンドオピニオン外来は当分の間休診となります。

〒036-8545　弘前市大字富野町１番地
ＴＥＬ０１７２－３２－４３１１
ＦＡＸ０１７２－３３－８６１４
ＵＲＬ http://hirosaki.hosp.go.jp/
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責任者：副院長　小田桐　弘　毅

独立行政法人国立病院機構
Hirosaki National Hospital 弘 前 病 院弘 前 病 院

お知らせ

患者相談窓口

編集委員会より

『患者相談室』のＭＳＷ(メディカルソーシャルワーカー)が対応していますので、お気軽にお尋ね下さい。

　当院の広報誌『まほろば』は、地域に信頼され、納得の医療で地域に貢献しつつ、地域と協働して歩む病院
づくりを目指し、地域の方々を対象に編集しております。皆さまから病院に対して『不安なことや不満足な
こと』『ご批判やご指摘』また、『お褒めのことば』を職員一同お待ちしております。

看護学校誓い式看護学校誓い式

今月の川柳 ★川柳募集★　あなたの川柳をお待ちしています。

闘球の　猛者君が代に　涙する (ムラマサ)

散歩道　日向求めて　急ぎ足 (石沢)

小さな子　泣き声だけは　巨人級 (カマタ)

※掲載作品は広報誌編集委員会で選出したものです。

弘前病院附属看護学校　1年弘前病院附属看護学校　1年：須藤　穂香須藤　穂香
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研修医便り
　臨床研修医 1年目の高山　綾です。

　研修医として国立弘前病院に勤めさせていただき、早くも半年が過ぎ、

2019 年も終わろうとしています。私の趣味は筋トレとサプリメンテーション

です。時間さえあれば最も有効な筋トレ法や、栄養学（最近では特にグルタ

ミン、EAA、BCAA）に関する情報（YouTube から論文まで様々）について学ん

でいます。また、この趣味について分かり合える方がいらっしゃればぜひお友達になりたいです。

しかし、本業がおろそかにならないように気を付けています。

　私は、4 月は血液内科、5～ 6 月は麻酔科、7 月は小児科、8 月は精神科（弘前愛成会病院）で

研修させていただきました。9 月から 10 月までは呼吸器内科で研修させていただき、新しい発見

と勉強の毎日で有意義に過ごさせていただいています。

　現在私は麻酔科を志望しております。しかし、その志望科だけに捕らわれることなく、たくさ

んの診療科から勉強させていただき、少しでも皆さんの力になれればと思っております。半年以

上過ぎてもまだ拙い部分が多々あるとは思いますが、今後ともよろしくお願いいたします。

臨床研修医臨床研修医：高山　綾高山　綾

庶務班長：越田　幸樹庶務班長：越田　幸樹

母子医療センター　看護師長：長尾　愛佳母子医療センター　看護師長：長尾　愛佳

風の子保育園　園長：木村　美千代風の子保育園　園長：木村　美千代

たくさんの自然の中でたくさんの自然の中でたくさんの自然の中でたくさんの自然の中でたくさんの自然の中でたくさんの自然の中でたくさんの自然の中で

　１０月から弘前厚生学院記念館（旧偕行社）さ

んの庭園をお借りして、戸外遊びをさせていただ

いております。整備された芝生の上は、まるでフ

カフカの絨毯のよう。芝生の上を転がったり、走

り回ったりと感触を楽しみながら、広いお庭で思

いきり身体を動かしています。お庭の林の中を探

検して、きれいな色の葉っぱやまつぼっくりを拾

い、お友だち同士で見せ合ったり、ままごとごっ

こに使う物を自分たちで探してきたり、バッタや

トンボを捕まえたりと・・・。中でも子どもたち

が一番好きな遊びはかくれんぼです。隠れる場所

がたくさんあり、室内ではできない本格的な？か

くれんぼを、隠れる方も見つける方も必死で、夢

中になって楽しんでいます。自然豊かな環境は子

どもたちにとって最高の遊び場です。工夫したり

や想像力豊かに遊ぶ子どもたちの姿はとても輝い

ています。

　9 月 28 日（土）、第 11 回母乳育児フォーラムを開催しました。各施設の医療

関係者や看護学生さん、地域の保健師さんなどの参加があり、今年も盛況でした。

　第一部では弘前市保健師尾崎弘子さんより、４月にヒロロに開設した「子育て

世代包括支援センター」について発表していただきました。不安の強い妊婦さん

や、産後の育児に悩む褥婦さんについて情報共有し、退院してからのサポートを

してくれるのが地域の保健師・助産師さんであり、とても頼れる存在です。今後

の協力体制を強化していく上でとても参考になりました。

　第二部では、昨年に続き、弘前大学大学院こころの発達研究センターの三上珠

希先生より「子育てとスマホの関係」～今

どんなことがわかってきているのか、小児科医が伝えたいこと～」

というテーマでご講演いただきました。現代の子どもたちは、幼少

期からの情報は多いのですが、直接的な体験が不足していると言わ

れています。スマホやパソコンではなく、幼少期の直接的な様々な

体験は脳を育てる大切な活動であり、発達を意識して関わることが

大切であると学びました。親子のふれあいや、親子が共に過ごす時

間が子どもの脳の発達にとても大切であることを改めて実感しまし

た。今後も赤ちゃんとお母さんが笑顔になる手助けができるよう、

日々研鑽を続けていきたいと思います。

見る風船と触った風船では、情報の

数がちがいます。体験って大事！

弘前大学　三上先生

　令和元年１０月１８日

（金）・１９日（土）の２

日間にわたり、青森県医

師臨床研修対策協議会の

主催、青森県立中央病院

の担当で第１３回青森県

臨床研修医ワークショッ

プが青森市浅虫にて開催されました。

　本ワークショップは、青森県内の卒後臨床研修

の充実と初期臨床研修医の資質の向上を図る目的

として、青森県内の１年次の臨床研修医が一堂に

集い開催されます。当院からも８名の研修医が参

加いたしました。

　今回は「少子高齢化社会に求められる医療連携」

をテーマとし、講演、グループワークなど１泊２

日におけるプログラムが組まれております。

　１日目は、開講式のあと、青森中央学院大学教

授　坂井哲博　先生の司会によるワールドカフェ

「テーマ：少子高齢化社会で求められる医療体制と

は」では、グループワークにより研修医の皆さん

は活発な意見交換を行っていました。次に、弘前

大学輸血・再生医学講座教授　玉井佳子先生より

「輸血医療について～これまでの輸血とこれからの

輸血～」について講演が行われ、少子高齢化社会

における輸血に関する現状や今後の取り組みなど

を話され、研修医は真

剣な表情で聴講してい

ました。

　１日目最後のプログ

ラムである懇親会では、

三村青森県知事のビデ

オメッセージの後、各

病院ごとに研修医から病院紹介やユニークな演し

物が披露されました。弘前病院のネタは、コーラ

を一気飲みし、ゲップを我慢しながら病院の紹介

をするというものでした。一部の病院とネタが被

りましたが、佐藤英太郎先生の１．５リットルの

ペットボトルのコーラを一気飲みした姿はインパ

クトが大きかったことでしょう。ノミニケーショ

ンも今や死語となりつつありますが、いつまでも

笑い声が絶えない懇親会となり、このような機会

をいつまでも大切にしていこうと感じました。懇

親会を通し、普段接することが少ない他病院の参

加者同士の交流が深められたと思います。

　２日目は、今回のテー

マである「少子高齢化

社会に求められる医療

連携」に関する貴重な

講演が行われ、研修医

は熱心に聴講しており

ました。

　プログラムの最後に、修了式、記念撮影が行わ

れました。総勢７６名の研修医が今後も青森県内

の医療機関での勤務を継続してくれることと期待

しております。今回のテーマである少子高齢化社

会に求められる医療連携については、身近に感じ

る問題であり、今後、弘前病院が新中核病院とし

て役割を果たすためにも重要な事項であると考え

ます。

　最後に弘前病院を青森県及び津軽地域における

臨床研修指定病院として、今後さらに発展充実さ

せていきたいと思っております。
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　現在私は麻酔科を志望しております。しかし、その志望科だけに捕らわれることなく、たくさ

んの診療科から勉強させていただき、少しでも皆さんの力になれればと思っております。半年以

上過ぎてもまだ拙い部分が多々あるとは思いますが、今後ともよろしくお願いいたします。

臨床研修医臨床研修医：高山　綾高山　綾

庶務班長：越田　幸樹庶務班長：越田　幸樹

母子医療センター　看護師長：長尾　愛佳母子医療センター　看護師長：長尾　愛佳

風の子保育園　園長：木村　美千代風の子保育園　園長：木村　美千代

たくさんの自然の中でたくさんの自然の中でたくさんの自然の中でたくさんの自然の中でたくさんの自然の中でたくさんの自然の中でたくさんの自然の中で

　１０月から弘前厚生学院記念館（旧偕行社）さ

んの庭園をお借りして、戸外遊びをさせていただ

いております。整備された芝生の上は、まるでフ

カフカの絨毯のよう。芝生の上を転がったり、走

り回ったりと感触を楽しみながら、広いお庭で思

いきり身体を動かしています。お庭の林の中を探

検して、きれいな色の葉っぱやまつぼっくりを拾

い、お友だち同士で見せ合ったり、ままごとごっ

こに使う物を自分たちで探してきたり、バッタや

トンボを捕まえたりと・・・。中でも子どもたち

が一番好きな遊びはかくれんぼです。隠れる場所

がたくさんあり、室内ではできない本格的な？か

くれんぼを、隠れる方も見つける方も必死で、夢

中になって楽しんでいます。自然豊かな環境は子

どもたちにとって最高の遊び場です。工夫したり

や想像力豊かに遊ぶ子どもたちの姿はとても輝い

ています。

　9 月 28 日（土）、第 11 回母乳育児フォーラムを開催しました。各施設の医療

関係者や看護学生さん、地域の保健師さんなどの参加があり、今年も盛況でした。

　第一部では弘前市保健師尾崎弘子さんより、４月にヒロロに開設した「子育て

世代包括支援センター」について発表していただきました。不安の強い妊婦さん

や、産後の育児に悩む褥婦さんについて情報共有し、退院してからのサポートを

してくれるのが地域の保健師・助産師さんであり、とても頼れる存在です。今後

の協力体制を強化していく上でとても参考になりました。

　第二部では、昨年に続き、弘前大学大学院こころの発達研究センターの三上珠

希先生より「子育てとスマホの関係」～今

どんなことがわかってきているのか、小児科医が伝えたいこと～」

というテーマでご講演いただきました。現代の子どもたちは、幼少

期からの情報は多いのですが、直接的な体験が不足していると言わ

れています。スマホやパソコンではなく、幼少期の直接的な様々な

体験は脳を育てる大切な活動であり、発達を意識して関わることが

大切であると学びました。親子のふれあいや、親子が共に過ごす時

間が子どもの脳の発達にとても大切であることを改めて実感しまし

た。今後も赤ちゃんとお母さんが笑顔になる手助けができるよう、

日々研鑽を続けていきたいと思います。

見る風船と触った風船では、情報の

数がちがいます。体験って大事！

弘前大学　三上先生

　令和元年１０月１８日

（金）・１９日（土）の２

日間にわたり、青森県医

師臨床研修対策協議会の

主催、青森県立中央病院

の担当で第１３回青森県

臨床研修医ワークショッ

プが青森市浅虫にて開催されました。

　本ワークショップは、青森県内の卒後臨床研修

の充実と初期臨床研修医の資質の向上を図る目的

として、青森県内の１年次の臨床研修医が一堂に

集い開催されます。当院からも８名の研修医が参

加いたしました。

　今回は「少子高齢化社会に求められる医療連携」

をテーマとし、講演、グループワークなど１泊２

日におけるプログラムが組まれております。

　１日目は、開講式のあと、青森中央学院大学教

授　坂井哲博　先生の司会によるワールドカフェ

「テーマ：少子高齢化社会で求められる医療体制と

は」では、グループワークにより研修医の皆さん

は活発な意見交換を行っていました。次に、弘前

大学輸血・再生医学講座教授　玉井佳子先生より

「輸血医療について～これまでの輸血とこれからの

輸血～」について講演が行われ、少子高齢化社会

における輸血に関する現状や今後の取り組みなど

を話され、研修医は真

剣な表情で聴講してい

ました。

　１日目最後のプログ

ラムである懇親会では、

三村青森県知事のビデ

オメッセージの後、各

病院ごとに研修医から病院紹介やユニークな演し

物が披露されました。弘前病院のネタは、コーラ

を一気飲みし、ゲップを我慢しながら病院の紹介

をするというものでした。一部の病院とネタが被

りましたが、佐藤英太郎先生の１．５リットルの

ペットボトルのコーラを一気飲みした姿はインパ

クトが大きかったことでしょう。ノミニケーショ

ンも今や死語となりつつありますが、いつまでも

笑い声が絶えない懇親会となり、このような機会

をいつまでも大切にしていこうと感じました。懇

親会を通し、普段接することが少ない他病院の参

加者同士の交流が深められたと思います。

　２日目は、今回のテー

マである「少子高齢化

社会に求められる医療

連携」に関する貴重な

講演が行われ、研修医

は熱心に聴講しており

ました。

　プログラムの最後に、修了式、記念撮影が行わ

れました。総勢７６名の研修医が今後も青森県内

の医療機関での勤務を継続してくれることと期待

しております。今回のテーマである少子高齢化社

会に求められる医療連携については、身近に感じ

る問題であり、今後、弘前病院が新中核病院とし

て役割を果たすためにも重要な事項であると考え

ます。

　最後に弘前病院を青森県及び津軽地域における

臨床研修指定病院として、今後さらに発展充実さ

せていきたいと思っております。



　10月29日、秋も深まり木々の彩りも日ごとに変化を見せる中、私たち67回生40名は誓い式を迎えました。

それぞれが理想とする看護師像を胸にナイチンゲールから灯を授かり、看護師を目指す決意を新たにしま

した。

　2 月に臨地実習を控える中、これからはより本格的に看護の専門知識や技術を学ぶ必要があり、大きな

壁に直面することもあると思います。しかし、クラス目標である「勇往邁進」のように、どんな困難にも

クラス全員で協力し、支え合いながら、自分の理想とする看護師像に近づけるように努力を惜しまず、前

に進み続けたいです。

　また、このように私たちが日々学ぶことができるのは、臨地実習を受け入れて下さる病院の方々、患者

さんとそのご家族、先生方、先輩方、家族の存在があってこそだと感じます。たくさんの方々に支えられ

ていることへの感謝を忘れず、一日一日の学習を大切に取り組みたいと思います。

まほろば

生命と人権を尊重し、良質かつ適切な医療を行います。

まほろば
◆外来医師診療一覧表 (令和元年11月１日現在)

外来診療一覧外来診療一覧
月

熊 本 秀 樹

中 川 英 之

山 本 勝 丸

松 木 明 彦 相 原 智 之

山 口 公 平 間 山 　 恒

佐 藤 年 信

杉 本 和 彦

敦 賀 和 志

柴 田 　 滋

岩 崎 宏 貴

藤 田 有 紀

猿 賀 達 郎

秋 元 博 之

中 村 吉 秀

藤 田 有 紀

秋 元 博 之

岩 崎 宏 貴

猿 賀 達 郎

中 村 吉 秀

藤 田 有 紀

　 － 　

　 － 　

熊 野 高 行

佐 藤 正 憲

● 予 　 約

検 査

飯 野 香 理

松　村　由紀子

蒔 苗 順 義

西 澤 尚 徳

佐々木　幸　雄

　 － 　

杉　本　菜穂子(※予約制／第１・第３水曜日午後診療)

　 － 　

火

熊 本 秀 樹

山 本 勝 丸

下　山　亜矢子

佐　藤　　　工

千 葉 裕 樹

松 本 麻 希

内 田 知 顕

　 － 　

佐 藤 正 憲

熊 野 高 行

●　手術／検査

検 査

松　村　由紀子

丹 藤 伴 江

蒔 苗 順 義

西 澤 尚 徳

佐々木　幸　雄

坂 下 仁 菜

　 － 　

水

熊 本 秀 樹

中 川 英 之

下　山　亜矢子

相 原 智 之

松 木 明 彦

佐 藤 年 信

敦 賀 和 志

佐 藤 　 啓

柴 田 　 滋

秋 元 博 之

中 村 吉 秀

岩 崎 宏 貴

木 村 正 英

佐 藤 正 憲

熊 野 高 行

● 予 　 約

手 術

追 切 裕 江

丹 藤 伴 江

蒔 苗 順 義

（ 手 　 術 ）

佐々木　幸　雄

　 － 　

　 － 　

木

熊 本 秀 樹

山 本 勝 丸

下　山　亜矢子

松 木 明 彦

間 山 　 恒

山 下 　 覚

佐　藤　　　工

杉 田 　 梓

藤 岡 彩 夏 松 本 麻 希

内 田 知 顕

　 － 　

熊 野 高 行

佐 藤 正 憲

●　手術／検査

検 査

●　妊婦健診
(一般外来休診)

蒔 苗 順 義

西 澤 尚 徳

佐々木　幸　雄

辰　尾　小百合

休 診

金

横 田 貴 志

中 川 英 之

下　山　亜矢子

相 原 智 之

山 口 公 平

佐 藤 年 信

石 黒 　 陽 石 黒 　 陽 千 葉 裕 樹 石 黒 　 陽 石 黒 　 陽

杉 本 和 彦

佐 藤 　 啓

藤 岡 彩 夏杉 田 　 梓 藤 岡 彩 夏

三 上 勝 也

小田桐　弘　毅 小田桐　弘　毅 小田桐　弘　毅 小田桐　弘　毅 小田桐　弘　毅

　 － 　

　 － 　 堤 　 伸 二 堤 　 伸 二 堤 　 伸 二 　 － 　

熊 野 高 行

佐 藤 正 憲

● 予 　 約

手 術

飯 野 香 理

追 切 裕 江

蒔 苗 順 義

西 澤 尚 徳

松 下 大 佑 原　　　隆太郎 　 － 　 　 － 　　 － 　

佐々木　幸　雄

　 － 　

　 － 　

診 療 科

循 環 器 内 科

廣 畑 美 枝 清 野 祐 輔 　 － 　 清 野 祐 輔 清 野 祐 輔脳 神 経 内 科

乳 腺 外 科

呼 吸 器 内 科

消 化 器 ・
血 液 内 科

小 児 科

外 科

泌 尿 器 科

整 形 外 科

脳 神 経 外 科

皮 膚 科

産 婦 人 科

眼 科

耳 鼻 咽 喉 科

放 射 線 科

女性専用外来

セカンドオピニオン

区 分

午 前

午 前

午 後

午 後
血液内科のみ

午 後

成 田 拓 磨 成 田 拓 磨 成 田 拓 磨 成 田 拓 磨 成 田 拓 磨午 前

診 断

治 療

田 中 佳 人下　山　亜矢子 田 中 佳 人 田 中 佳 人 　 － 　

　 － 　－ 石 岡 佳 子 　 － 　 　 － 　

　 － 　 　 － 　 川口英夫(午後) 　 － 　 川口英夫(午後)

間 山 　 恒 山 口 公 平 間 山 　 恒 山 口 公 平 　 － 　

2019.11

第219号

2019.11

第219号

※ 学会、出張などにより担当医師が替わる場合があります。※ 学会、出張などにより担当医師が替わる場合があります。
※ セカンドオピニオン外来は当分の間休診となります。※ セカンドオピニオン外来は当分の間休診となります。

〒036-8545　弘前市大字富野町１番地
ＴＥＬ０１７２－３２－４３１１
ＦＡＸ０１７２－３３－８６１４
ＵＲＬ http://hirosaki.hosp.go.jp/

発行元

責任者：副院長　小田桐　弘　毅

独立行政法人国立病院機構
Hirosaki National Hospital 弘 前 病 院弘 前 病 院

お知らせ

患者相談窓口

編集委員会より

『患者相談室』のＭＳＷ(メディカルソーシャルワーカー)が対応していますので、お気軽にお尋ね下さい。

　当院の広報誌『まほろば』は、地域に信頼され、納得の医療で地域に貢献しつつ、地域と協働して歩む病院
づくりを目指し、地域の方々を対象に編集しております。皆さまから病院に対して『不安なことや不満足な
こと』『ご批判やご指摘』また、『お褒めのことば』を職員一同お待ちしております。

看護学校誓い式看護学校誓い式

今月の川柳 ★川柳募集★　あなたの川柳をお待ちしています。

闘球の　猛者君が代に　涙する (ムラマサ)

散歩道　日向求めて　急ぎ足 (石沢)

小さな子　泣き声だけは　巨人級 (カマタ)

※掲載作品は広報誌編集委員会で選出したものです。

弘前病院附属看護学校　1年弘前病院附属看護学校　1年：須藤　穂香須藤　穂香


